
ITER・BA技術推進委員会の

活動報告

ITER・BA技術推進委員会委員長

吉田直亮

核融合エネルギーフォーラム第１回全体会合、2007.7.13（経団連会館）



ITER・BA技術推進委員会の設置目的等

（１）設置目的（役割）

ITER・BA技術推進委員会は、研究活動に関する意見の集約をはかっ

て国や極内機関・実施機関に対する意見具申するための協議、国内
における連携協力の調整、及びその他技術的な諸課題への対応、な
どを行う。

（２）調整委員会との双方向的な連携など

ITER・BA技術推進委員会は、調整委員会と双方向的に連携し、必要

に応じて専門クラスターや同サブクラスターの協力を得る。



JT-60SA概念設計報告書の評価

文部科学省研究開発局研究開発戦略官からの依頼［「ITER・BA
技術推進委員会におけるJT-60SA概念設計報告書の評
価について（依頼事項）」］により、JT-60SA概念設計報告書の

評価を実施。

本報告書は、上記依頼に示された各項目について、２回（5.25、
6/11）にわたって審議し、評価報告書を取りまとめた。



（１）ITERが定格性能を発揮する前の段階においてJT-60SA装
置が以下の能力と性能を持っているかどうかの評価。

1.1 ITER運転のための運転シナリオの最適化
1.2 ITER建設後半に予定される付属設備の最適化
1.3 ITERの統合運転と科学研究のための観点で、科学者、

技術者、技能者を国際環境下で訓練すること

（２）JT-60SA装置は、ITERが定格性能を発揮する段階での以
下の能力の評価。

2.1 新しい運転シナリオを開発・試験し、関連物理課題の理解を

進める。
2.2 ITERに設置する以前に機器やシステムの改良を試験する。

ITER・BA技術推進委員会におけるJT-60SA
概念設計報告書の評価について（依頼事項）

文部科学省研究開発局研究開発戦略官



（３）原型炉を支援する実験装置としてのJT-60SAの能力の評価。
本観点での装置の主要な役割は、原型炉に向けてITERで追

求されるものを補う運転領域や課題の追求であり、特に以下
のものを含む。

3.1 定常運転
3.2 先進プラズマ領域（高規格化プラズマ圧力：β）
3.3 定常運転領域における壁への熱粒子制御



JT-60SA概念設計報告書の評価報告書の概要

第１部 総合評価

まえおき

JT-60SA計画のミッションは、ITERおよび原型炉（DEMO）の主要な
物理課題に取り組むことにより、ITER計画を支援・補完し、核融合エ

ネルギーの早期実現に貢献することである。

JT-60SA計画は、JT-60の超伝導化改修の建設とそれを用いた実
験研究を、幅広いアプローチ（BA）計画（サテライトトカマク）と国内

計画（国内トカマク重点化装置）の合同計画として実施するものであ
り、その実現に両者は不可分一体のものである。

JT-60SA計画の目標を達成するのに必要な研究ができる装置設計

になっているかどうかを評価した。



評 価

ITERに対しては、JT-60SAは高パワー加熱プラズマをITERと相似

的な配位で長時間運転できることから、その目標達成をより確実に、
より早期に実現することに大きく貢献できると評価された。

原型炉に対しては、先進プラズマ領域の開拓に対する貢献は高く評
価されたが、定常運転領域における壁への熱・粒子制御に対する貢
献は限られた範囲で可能と判断された。

結論として、本JT-60SA概念設計報告書は、協定書に定めら
れたBA活動を実施するにあたり、適切な基礎となりえると評価

された。

スケジュールどおりに計画を遂行するためには、本概念設計を踏ま
え、詳細設計と、その後に続く機器発注に早期に着手する必要があ
る。



留意点

目標達成のためには装置設計とは別に、適切な研究体制の構築な
どの視点も重要であり、提言として第３部で述べた。

JT-60SAの重要なミッションである原型炉貢献に必須の上側ダイ

バータの設計は現状では不十分で、早急に設計を完了させる必要
がある。ダイバータ設計について現在行われている検討を集中的に
進め、6ヶ月のオーダーで結論を出し設計に反映させる必要がある。



第３部 関連する提言

JT-60SA計画がBA計画と国内計画の合同計画であることを考慮す

ると、まず国内実施体制の充実を図るべきである。

プロジェクトの根幹を支えるための組織体制が実施機関である原子
力研究開発機構に構築されること、及び、大学や産業界などから多
数の研究者・技術者が参加しうる資金とシステムが措置されることが
必要である。

特に大学の研究者や産業界の技術者が責任をもって研究開発を分
担できる体制の確立、研究上必要となってくる装置・計測のアップグ
レードの実施により、JT-60SA計画の目標をより確実に、より早期に

実現できるようにすることが重要である。

大学等の積極的な参加は開発研究の進展に寄与すると共に基礎学
術研究の活性化にも繋がり、若手の人材育成にも大きく貢献するも
のである。



一方で、国際協力体制の充実もJT-60SA計画の推進には欠かすこ
とができない。日欧に限らず、アジアからの参加を含め、他のITER
参加極も含めた研究者の受入れや支援体制の充実を図るべきであ
る。

それによって、国際的な協力・競争の中で研究の更なる進展と、国
際感覚を持った世界的リーダーとなる人材の育成が可能となる。

さらに、原型炉における発電実証の早期実現に向け、長期的な視野
に立った継続的な人材育成のプログラムを検討し、早期に開始する
べきである。

国内実施体制と国際協力体制の構築、人材育成の制度設計につい
て、早急に検討を進める必要がある。本委員会としても１年程度の
間に具体案を提言していきたい。



今後の活動計画

ITER、BAに関して、国や極内機関・実施機関に対する意見具申す

るための協議（依頼事項の協議）

国内における連携協力の調整、及びその他技術的な諸課題への対
応

国内実施体制と国際協力体制の構築、人材育成の制度設計などに
ついて、調整委員会、各専門クラスター、専門サブクラスターと連携
して検討

核融合エネルギーフォーラムの自立機能を生かしてボトムアップで
出される課題についての議論。





第２部第２部 個別評価個別評価

１．１．ITERITERが定格性能を発揮する前の段階においてが定格性能を発揮する前の段階においてJTJT--60SA60SA
装置が以下の能力と性能をもっているかどうかの評価装置が以下の能力と性能をもっているかどうかの評価

１．１ ITER運転のための運転シナリオの最適化

相似性を生かして、ITERにおけるプラズマ制御の最適化や標準運

転の最適化などをあらかじめ行っておくことが可能であることから、
ITERの運転シナリオ構築のために極めて重要な役割を果たす装置

であると評価できる。

熱負荷低減のためのプラズマ境界層における不純物空間分布の制
御法に関しての系統的なアプローチを予め検討。より詳細な計測が
必要



１．２ ITER建設後半に予定される付属設備の最適化

ダイバータ部や電子サイクロトロン加熱用アンテナなどITERの内部
構成機器の中には、製作開始前にR&Dによる確認が必要な機器が
ある。先行的な研究、経験によるITERでのこれらの機器に関するリ

スクを大きく軽減できるものと期待される。

ダイバータ材、ダイバータ構造、制御コイルなどは、実験の進展とと
もに改造の必要性も出てくるので、柔軟で機動性の高い設計が望ま
れる。

１．３ ITERの統合運転と科学研究のための観点で、科学者、技術者、
技能者を国際環境下で訓練すること

JT-60SA装置は、国際的な訓練の場を提供し、国際感覚を備えた

科学者、技術者、技能者を育成するまたとない機会を提供する。ま
た、日本がITERを主導的に進めていく上での重要な経験となり、大

いに評価できる。

JT-60SA計画の実施にあたっての研究体制の構築や人材育成が

重要である。



２．２．JTJT--60SA60SA装置は、装置は、ITERITERが定格性能を発揮する段階でのが定格性能を発揮する段階での

以下の能力の評価以下の能力の評価

２．１ 新しい運転シナリオを開発・試験し、関連物理課題の理解を進
める

ITERで想定されているハイブリッド運転及び定常運転シナリオの最
適化をITER相似配位で実施できるので、ITERの運転シナリオの向

上及び改善に大きく貢献できる。

高性能プラズマの定常化にはダイバータでの熱除去、不純物入射に
よる放射損失分布制御などの長時間運転に関連する粒子・熱制御
研究が非常に重要となる。これらの物理課題に積極的に取り組むと
共にヘリウム灰排気やトリチウム吸蔵の低減などを含めた総合運転
シナリオの開発試験を期待したい。



２．２ ITERに設置する以前に機器やシステムの改良を試験する

JT-60SAではタングステンアーマー材の開発試験が可能なように設
計されており、ITERの更なる高性能化に向けて大きな貢献が期待
できる。また、ITERの加熱・電流駆動の増強計画への貢献が期待で

きる。

タングステンアーマーは優先課題として取り組むべきであり、ヘリウ
ム効果などの課題については大学等との共同研究を更に推進すべ
きである。

計測機器の高精度化や新たな計測機器の開発試験がJT-60SAで

可能となるよう配慮すべきである。



３．原型炉を支援する実験装置としての３．原型炉を支援する実験装置としてのJTJT--60SA60SAの能力のの能力の

評価評価
３．１ 定常運転

JT-60SAでは原型炉の運転シナリオ開発に貢献できる。

高パワー入射下の定常運転を実現するには熱・粒子制御およびプ
ラズマ壁相互作用（PWI）が定常運転に及ぼす効果が重要である。

３．２ 先進プラズマ領域（高規格化プラズマ圧力：β）

T-60SAではプラズマ形状配位の自由度が大きいことを活かし、
ITERではできない貢献ができる。

原型炉に必要な高β領域でのプラズマの最適化研究が可能である
点において高く評価できる。

先進プラズマ研究に必要な上側ダイバータの設計ついては詳細な
検討が必要であり、その際できるだけ高い形状因子Sを確保するこ
とが重要である。

高βでのディスラプションの制御、ディスラプションが回避できる運転
領域の明確化も重要な課題である。



３．３ 定常運転領域における壁への熱粒子制御

原型炉実現のためには、ダイバータでの熱・粒子制御、高性能コア
プラズマとの両立性、トリチウム吸蔵の低減など、多数の困難な課
題を克服する必要があり、更なる研究の進展が必要である。

JT-60SAの設計ではこれらの課題の多くに貢献できるよう配慮され
ているが、フルパワー加熱が100秒に限られているので、第一壁が

平衡状態に達するタイムスケールでのプラズマ壁相互作用や粒子
制御の研究については、可能な範囲内の貢献に限られる。

また、壁温度が200°C程度以下という制限があるので、タングステン

壁に関しても部分的な貢献に留まると思われる。
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